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にご紹介しておりますので、下記のURL をご参照くださいませ。 

http://ameblo.jp/teradamariko/entry-11929452939.html 

※ 参加者の方々のご発言につきましては、お名前は伏せて「参加者」とのみ表記させてい

ただいております。 

 

 

今回は「読書療法実践ガイドを読む Ⅱ」というテーマを扱っていきます。前回の内容

を復習した上で、主な話題である「本の選び方」について学んでいきます。 

 

まずは前回の内容の復習です。“Biblio/Poetry Therapy The Interactive Process: A 

Handbook”という実践ガイドを読んでいっています。Bibliotherapy は読書療法のことで

すが、Poetry Therapyは詩療法のことです。英語圏で読書療法を行う場合、詩を用いるこ

とが多いのでタイトルにもこのように入っているわけですが、ここでは詩療法も含めて「読

書療法」として扱っていきます。 

この実践ガイドの初版が出版されたのは 1986 年でしたが、ここで用いるのは 2012 年

に出版された第 3版です。The National Federation for Biblio/Poetry Therapy(NFBPT、

2014年に The International Federation for Biblio/Poetry Therapy、IFBPTに名称変更)

が発行しています。これは、読書療法家を育成している団体です。かなり厳格なプログラ

ムを作っていて、資格を取った人がメンターとして後進を育てていく制度があります。そ

のトレーニングで使われているのがこの実践ガイドです。 

執筆者はアーリーンさんという方です。彼女には夫と子どもを亡くして非常につらい時

期があったのですが、そのときにセントエリザベス病院の図書室で働くことになります。

そこで働くことによって彼女自身も夫や子どもを亡くした喪失感から立ち直っていくのと

同時に、それまでの図書室は薄暗く陰気な場所だったらしいのですが、彼女がそこで色々

な患者さんに積極的に本を薦めていくことによって図書室自体も明るく、患者さんが集い

たいような場所に変わっていったそうです。そのことから、読書をもっと療法にも活用で

きないかと考えて病院に提案し、読書療法として確立されていきました。 

療法的なことに関して彼女は素人だったのですが、このセントエリザベス病院のカルチ

ャーとして、新しいものをどんどん取り入れていました。ダンスセラピーも最初に始めた

ところですし、アートセラピーもやっていたので、彼女が読書を療法として活用したいと

言ったときにも積極的に後押しをしてくれたようです。 

この写真（スライド 5）にあるように 90歳を超えるまで彼女は元気に活躍しましたが、
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右側に写っているのが彼女が読書を研修プログラムとして開発していくときにサポートし

てくれた精神科医です。彼女が病院での患者に対する読書療法の経験を通して本書にまと

められている研修プログラムを開発していきましたし、NFBPTも彼女が初代代表として就

任し、立ち上げています。 

彼女は退職後にシスターになったのですが、その後も刑務所での読書療法など、読書療

法の活動を続けていました。もともとベネディクト派なのですが、この宗派では lectio 

divina（レクティオ・ディヴィナ）という聖なる読書とか霊的読書といわれるもの、つまり

聖書の言葉を声に出して読み、声に出して読むことで神様と対話をするということがなさ

れていたそうです。彼女がそういうカルチャーを持っていたことが、文学作品を療法に使

うという発想のヒントになったのではないかと言われています。 

 

それでは、この実践ガイドで扱う読書療法の定義を見ていきます。読書療法にはさまざ

まな定義があり、どういう団体が行っているかによって定義も変わってきます。読書療法

イコールこれ、というひとつの決まった定義があるわけではありません。本書では以下の

ように定義されています。 

 

対話型読書療法では、訓練されたファシリテーター（読書療法家）が話し合いを導くこ

とで、対象となる文学作品に臨床／発達段階の参加者が感情と認知反応を統合できるよう

手助けする。この文学作品は印刷された文章でも視聴覚素材でも参加者による創作的作文

でもよい。 

 

定義だけ読んでもわかりづらいですし、難しく聞こえてしまうと思いますので、具体的

にどういうことかを一つひとつ見ていきます。 

定義の前提条件としては以下のことが挙げられます。 

 

1. 読書療法は対話型の（双方向の）プロセスである。 

2. 文学はその最広義において定義される。 

3. 記載されたプロセスは臨床と発達段階の読書療法の双方において生じる。 

4. 読書療法の実践は１対１、またはグループで行われる。 

5. 効果的な読書療法の結果として、自尊心が向上し、適切な心理的、社会的価値が参

加者の性格や行動に同化される。 

6. 読書療法は療法であるが、その独自の効果のひとつは文学を主たる道具とするとこ

ろにある。このため、発達段階の参加者、臨床における参加者の双方にとって読書

療法は精神の健全な側面に特別に訴えかける。目標についての話し合いで見るよう

に、対話型読書療法で強調されるのは問題の所在の診断ではなく、強みを励まし、

補強することである。 

7. 読書療法の効果はファシリテーターの能力にかかっている。個々の参加者のニーズ

と関心に訴える素材を選択し、参加者の反応を正確に共感を持って解釈し、文学と
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対話を通してより深い自己理解を引き出す。つまり、よい読書療法家は熟練した聞

き手である。 

 

1番に「双方向のプロセス」とありますが、双方向でないものももちろんあります。た

とえば図書館の司書などがお薦めの本のリストを作成することがありますよね。そうやっ

てリストのある本を読むという読書療法ももちろんあります。ですが本書ではそうやって

読んでもらうだけではなく、一緒に読んで、読んだことについてどう考えたのかという話

し合いをしていく、その話し合いの部分が療法的効果が高いと考えて重視しているのです。

そのためここでは対話型の読書療法を扱っています。 

2番に「文学はその最広義において定義される」とありますが、詩や短編小説だけでな

くエッセイや雑誌の記事、歌詞も読書療法における文学として扱います。全体を使うだけ

でなく、一部を抜粋して使うことも可能です。 

3番の「記載されたプロセスは臨床と発達段階の読書療法の双方において生じる」とは

どういうことかというと、読書療法はいろいろな場面で行われるのですが、臨床の場面とし

ては精神科があります。精神疾患があって入院している患者さんに対して行うものです。あ

るいは刑務所や少年院のような矯正施設で行うものもあります。また、アルコールやドラッ

グなどの薬物依存からの回復過程にも用いられます。そのように専門性の高い場面だけでな

く、通常の成長過程で行われるものもあり、それが発達段階の読書療法と呼ばれるものです。

たとえば図書館や学校で行う読み聞かせや高齢者向けにそれまでの人生を振り返るライフ

レビューに読書療法を活用するもの。それから各種の支援団体、たとえば女性の活用を支援

する団体などが行うものがあります。このように一般向けに行われるものと臨床のものとの

両方があるということですね。 

4番の「読書療法の実践は１対１、またはグループで行われる」ですが、グループで行

うのは読書会ですね。 

5番の「効果的な読書療法の結果として、自尊心が向上し、適切な心理的、社会的価値 

が参加者の性格や行動に同化される」ですが、同化されるというのは、ロールモデルを見

つけるということですね。たとえば登場人物がこういうときにこういう行動をしたのはす

ごくいいな、と思って自分の生活にもその行動を取り入れていくとか。 

6番の末尾に「対話型読書療法で強調されるのは問題の所在の診断ではなく、強みを励

まし、補強することである」とありますが、読書療法を行うことによって、「あなたはこう

いうところが甘いですよ」とか「こういうところが弱いですよ」と突きつけることを目的

としているわけではないのです。そうではなく、その人のいいところ、強みを見つけてそ

れを読書療法によって伸ばしていくことを重視しています。 

7番に「読書療法の効果はファシリテーターの能力にかかっている」とありますが、上

記のようなことを行っていくためにはファシリテーターである読書療法家の能力が問われ

ます。参加者にどのようなニーズがあるのかを見つけてそれに対応できるような素材を選

んで提供していくということですね。そして末尾に「よい読書療法家は熟練した聞き手で

ある」とされているように相手の話を聴くことが求められます。読書会であれば、参加者
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がそれぞれどういう反応をしたのかを聴いていきます。言葉で発せられたものだけでなく、

非言語コミュニケーションも含みます。どういう様子で参加していたのかというボディー

ランゲージも含めて聴いていきます。さらに、あえて何が語られなかったのか、特定の言

葉や話題など何か避けようとしていたことがなかったかも含めて聴いていきます。 

ここまでが前回の復習となります。実践ガイドの第 1部の 1と 2について見てきたこと

になります。第 1 部の 3 というのがあるのですが、ここをやっていると今回の本選びのお

話が途中になってしまうかと思いますので、今回は第 2 部に入っていきます。読書療法家

についても扱う予定でご案内していましたが、時間の都合上、その内容は次回に扱うこと

とさせてください。 

 

本、つまり読書療法向け素材の選択基準というものがあります。本書の該当箇所の冒頭

で読書療法家が実際に色々な素材を選んでいるシーンが登場するのですが、個人的に好き

な詩をピックアップしていくと 35個あったのが、これから紹介する選択基準に照らして絞

っていくと 2つか 3つしか残らなかったのです。 

ではそれはどういう選択基準なのかというと、まずはテーマに関する基準があります。

スライド 8 の左側が望ましいもの、右側は望ましくないものが記されています。個人的な

ものではなく、普遍的な経験や感情を扱っていること。陳腐なものではなく、力強いテー

マを扱っていること。不明瞭なものではなく、わかりやすいテーマであること。そしてネ

ガティブなものではなくポジティブなテーマを扱っているということです。これではまだ

漠然としていますので、それぞれがどういうことを意味しているかは後ほど具体的に見て

いきます。なお、次に様式に関する基準が登場しますが、様式に関するものよりもテーマ

に関する基準のほうが選択基準として重視されます。 

では様式に関する基準にどういうものがあるかというと（スライド 9）、まずリズムで

すね。その文章に心を引きつけるようなリズムがあるかということ。イメージが印象的で

具体的であるか。言語について、シンプルで正確な語彙か。明瞭でシンプルな言葉遣いか。

そしてあまり長すぎると扱えないので対応できる長さのものか、簡潔なものか。こういう

点を見ていきます。 

 

テーマに関する基準から見ていきましょう。「普遍的なテーマ」であること。作家個人

にとってだけでなく誰にとっても普遍的なものを扱っているかどうかが重視されます。こ

れはその作品の文学的価値、芸術的価値と矛盾するものではありません。文学作品として

評価されているものであれば、誰にとっても普遍的なテーマを扱っているものでしょうか

ら。 

一般的に見て普遍的なものではなくても、特定の集団にとって有意義なテーマを扱って

いるものもあります。ここ（スライド 10）にある“Eve to Cain”とは何かというと、アダ

ムとイブからカインとアベルという兄弟が生まれるのですが、母親であるイブからカイン

に宛てて書いたという想定の詩があるのです。カインとアベルは旧約聖書の創世記に登場

します。アダムとイブが楽園を追放された後にカインとアベルの兄弟をもうけるのですが、
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カインは畑を耕し、弟のアベルは羊飼いとなります。あるときヤハウェの神に兄弟がそれ

ぞれに供物を捧げるのですが、カインは収穫物を、アベルは羊を供えたところ、ヤハウェ

の神は羊にだけ関心を示し、カインの収穫物には興味を示しませんでした。そのために嫉

妬に駆られたカインは弟のアベルを殺してしまいます。それ以来、カインとアベル、ある

いはカインコンプレックスといって、親の愛情をめぐっての兄弟間の葛藤を表す言葉にな

りました。『エデンの東』のような古典的名作とされる映画にも扱われています。ですので、

この詩は一般的には使えなくても、兄弟がいて小さいころから兄弟関係に悩んできたとい

う人にとっては使えるものですし、このように特定の集団に対して有意義なものはありま

す。自分と重ね合わせることで何かを発見できるような、そういう作品であることが求め

られます。 

では、普遍的なテーマであるという要件を満たしたとして、次に見ていくのはそれが「力

強いテーマ」であるかどうかです。何をもって力強いと判断するかというのは難しいとこ

ろですが、何か自分にとって真実であると感じられるとか、意味がある、というように琴

線に触れるものであること。本書にはこんな詩が登場します。“One person’s suffering 

takes place while someone else is eating or opening a window or just dully walking 

along.”人が苦しんでいるとき、他の人が何をしているかというと、食事をしていたり、窓

を開けていたり、ただぼんやり歩いていたり。そういう日常のなんということのないひと

コマを送っている。たとえば自分が離婚をしたとか親しい人を亡くしたとか、そういう人

生においてすごく悲しい場面に遭遇しているときに周りの人は日常の何気ないひとコマを

送っている。こういう対比によって力強さを生み出している例です。 

詩の場合は 5、6 行のシンプルなものも多いかと思います。ただ、シンプルであること

と過度に単純化してしまうことは別物ですので、注意が必要です。本書には、“into each life 

some rain must fall, some days must be dark and dreary”、誰の人生にも雨が降る日もあ

れば暗く物悲しい日もある、という詩が登場しますが、これだと読んだ後に話を発展させ

るのが難しいものです。「そうですよね」としか言いようがない、というところがあるかと

思います。だけど同じことを表すのに“Life ain’t no crystal stair”、人生はガラスの階段じ

ゃない、というと、発想のヒントがあります。考えたり、議論を深めたりする取っ掛かり

になるのではと思います。実際、これはある詩の一説で、カーペットが敷かれていない日

もあればうまく歩けない日もある、という内容が続いていきます。こういうちょっとひね

った表現があることで、同じことを表すのでも受け止め方が変わってくるということがあ

ると思います。 

読書会を主催する場合、参加者がシンプルな、というより単純化されすぎた素材を持っ

てきたときにどう対応するかという問題があります。単に陳腐なものとして決めつけてし

まわないことです。もしかしたらその人は自分でも「これはすごく陳腐だな」とわかって

いて、「だけど自分はこういうものにすがることでしか人生に向き合えない」とわかってい

て、その上で陳腐な、使い古された素材を持ってきているかもしれません。どこまで考え

た上でそれを持ってきているのか、そこまで読書療法家が見ていく必要があります。 

次に「わかりやすいテーマ」であることが求められます。これは必ずしも芸術的価値と
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は関係しません。たとえ芸術的にすごく優れた作品であっても、読み手として共感しづら

いということはあるでしょう。たとえば舞台となるのが外国の特定の時期でなかなか理解

できないということもあるでしょうし、マニアックな話題で共感するのが難しいというこ

ともあるでしょう。また、詩などで表現がひねりすぎてあってわかりづらいということも

あるかもしれません。どういう人がそれを読むのかということも考えなくてはいけません。

参加者の水準に合ったものでないと、せっかくの作品なのにわからないということになっ

てしまいます。読書会の場合、隣の人がメモを取っていたり紙をめくっていたり、あるい

は身体を動かしていたりと、いろいろとノイズが入るわけですよね。そういうノイズの入

る環境で読んでも大丈夫なものなのかを事前に確認したうえで見ていくことが求められま

す。 

続いて、「ポジティブなテーマ」であること。これもやはり芸術的価値とは関係ありま

せん。芸術的価値が高いと評価されている作品にはかなり暗いものも多いですし。 

ネガティブな題材を扱ってしまうと、それによって参加者の抱えている不安が表面化し

てしまうという懸念があります。本書には“Richard Cory”という詩が登場するのですが、

この詩は、ある静かな夏の夜にリチャードが家に戻って頭をピストルで撃って自殺してし

まうという、なんとも救いのない終わり方をします。こういうものを題材にすると、参加

者に自殺願望があった場合に変にそれを引き出してしまったり、下手をするとそれを煽っ

てしまうことにもなりますから、避けたほうがいいです。例外的に、すごくスキルの高い

読書療法家がいて、その人が自殺願望を抱えた人にどう対応していくかを一対一で考えま

しょうということでセッションをするのであればそういう使い方はありえるでしょうが、

かなり高度な技術が求められるでしょう。 

ただし、ネガティブなものを避けるといっても、ネガティブな感情を認識すること自体

を避けるわけではないのでその点は誤解のないようにお願いします。自分の中にネガティ

ブな感情があることを認識するというのは大切なことだと読書療法でも考えられています。

ただ、その認識に対して、先ほどの例のように自殺して終わってしまったというようにあ

まりにもネガティブな解決策を提示して終わってしまわないようにすること。ネガティブ

なものを認識したのであれば、それに対してどう向き合ってくか、それを考えられるよう

な方向に持っていく題材を扱うことです。 

なお、ポジティブといっても、なんでもポジティブに対応していこうという極度の楽観

主義の押し付けではありません。 

ここまでテーマに関して見てきましたが、いくつか付け加えることがあります。まず、

「あいまいさ」です。ある程度あいまいなほうが参加者がリアクションしやすいというこ

とが言われています。私もこの点を実感する出来事がありました。先日参加した句会で「墓

洗ふ『嘘も方便』祖母の言」という俳句があったのです。これをある参加者は祖母の墓だ

と捉えて、その墓を洗いながら『祖母はよく『嘘も方便』と言っていたと懐かしく思い出

しているのだと解釈しました。だけど私はこれは祖母と一緒に墓参りをしているところと

捉えました。作者の祖父や祖母の嫁ぎ先の人たちが入っているお墓を祖母と一緒に洗いな

がら、祖母が「嫁いできて色々大変なこともあったけど、『嘘も方便』よ」と作者に言い聞
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かせながら洗っている、というふうに解釈しました。このように解釈が分かれたことで議

論が弾みました。あいまいさがあることで参加者のリアクションが引き出されたわけです。

また、そうして自分と違う反応があると知ること自体が学びにもなります。 

もうひとつは「ユーモア」です。深刻なテーマを読書療法で扱うことがありますが、深

刻なものを深刻に扱うだけでなく、軽い切り口で扱うこともできると思います。また、ア

イスブレイクとしてユーモラスなものを導入部分に使って、それから他のものを読んでい

くという進め方もできるでしょう。ただし、きつい皮肉などは参加者によっては嫌がられ

ることもあるので避けたほうが無難です。 

 

続いて、様式に関する選択基準を見ていきます。まずは「リズム」です。あまり単調な

リズムだと退屈してしまうことがあるので、心を引きつけるようなリズムがあること。こ

れは詩に限らず文章のリズムにも当てはまることです。落ち込みやすい人に、心地よいリ

ズムがプラスの効果をもたらしてくれることがあります。 

次に、「イメージ」。そのイメージが印象的で具体的なものか。何か気づきを与えてくれ

るようなものなのか。本書では「私の心の中の黒い馬を乗りこなす」という表現で自分の

中の絶望感と格闘している様子が表されていましたが、伝わりやすいイメージだと思いま

す。これに関連してご紹介したいのが『ぼくのなかの黒い犬』という絵本です。絵本セラ

ピスト協会の代表をしている友人の岡田達信さんが以前にプレゼントしてくれたもので、

うつを扱っています。ある日黒い犬が自分の人生にやってきて、どんどん自分の生活に侵

食してきます。夫婦で寝ていても間に黒い犬がいたり、眠りたいのに黒い犬にのしかから

れて眠れない。その黒い犬の存在感が大きくなってどうしていいかわからない……そうい

う形でうつを表しています。実際にうつを体験した作者の手によるものですが、すごく伝

わりやすいと思います。たとえばうつ気味なのだけれども自分でうまくそれを認識できて

いない人が自分を客観視するのに使えるでしょう。また、うつというのは人に理解しても

らうのが難しい部分があって、「しんどいんです」と言ってもなかなか伝わらない部分が、

黒い犬というイメージを使って周りにわかってもらうのにも活用できるかと思います。 

次は「言語」です。ある程度シンプルな語彙、言葉遣いであること。特に子どもが対象

の場合は複雑に入り組んだ構文ではわかりづらいでしょう。また、学習能力に問題のある

参加者の場合、難しい言葉がたくさんあってわからないとなると、それだけで挫折感を深

めてしまいます。読書療法を行うことでその人にもっと自信をつけてほしいと思ってやっ

ているのに、逆の結果をもたらしてしまいます。だから参加者にとって理解できるような

語彙、言葉遣いであることが大切です。 

続いて「複雑さ」。大変は短いものを使っていくことになると思います。どうしても詩

や散文を使うことが多くなるのですが、ある程度長めのものであれば抜粋して使うとか、

事前に読み込んでもらった上で参加する形になると思います。 

ここまで見てきた選択基準ですが、ある程度主観的にならざるを得ないものです。ある

人は「この文章はすごくいいリズムだ」と思っても、他の人は「いや、これはちょっと」

ということもあるでしょうし、判断が分かれることもあるでしょう。実際、ある詩を何人
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かの読書療法家が評価したときにそういうことがあったそうです。ある読書療法家が「自

分は絶対にこれはいやだ」と拒絶しました。なぜかというとその人は死後の世界への強い

信念を持っていたのですが、詩の内容がその信念にそぐわないものだったのです。このよ

うに自分の価値観と矛盾したり、しっくりこなかったりするときには、使わないほうがい

いとされています。やはり、自分が使って心地いいもの、肌が合うものを使うのがいいで

しょう。 

ここまで判断基準をご説明してきましたが、実際にやってみないとわかりにくいことも

あると思いますので、これからワークをやっていきましょう。まずは別紙のワーク A と B

をやります。みなさんには「ただ」というあいだみつをさんの詩、これは『ある日自分へ』

という詩集から抜粋したもの、そして「花」という坂村真民さんの詩、これは『念ずれば

花ひらく』という詩集から抜粋したものをお渡ししてあります。どちらも花をテーマにし

た詩です。この二つの詩を読んで、テーマに関する側面と様式に関する側面を見ていって

いただきたいのです。１から５までの数字のどこに該当するかをつけてみてください。正

解があるわけではなく、あくまでも主観的なものですので自分が感じたようにつけてみて

ください。そして、自分が読書療法で使うとしたらどちらを使いたいか、その理由ととも

に書き込んでみてください。 

 

「ただ」 

花には人間のような 

かけひきがないからいい 

ただ咲いて 

ただ散ってゆく 

からいい 

 

ただになれない 

人間のわたし 

 

「花」 

花には 

散ったあとの 

悲しみはない 

ただ一途に咲いた 

喜びだけが残るのだ 

 

では、みなさんが選ばれたほうはどちらでしょうか。（挙手してもらうと）「ただ」を選

ばれた方が多いようですね。理由を教えてください。 

 

参加者：人間と植物の対比ができることなど、「ただ」のほうがディスカッションのベ
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ースになって話がしやすいと思います。 

 

参加者：私は「花」のほうが新たな視点を提供して参加者が自由にイメージを広げやす

いということや、弱った人に励みになるということがあると思います。 

 

私は「花」の「生ききる」ことに焦点を当てたところが個人的に好きで選んでいます。 

あいだみつをさんの作品に関しては、好みが分かれるところかもしれませんね。ちょう

どいま『国民のコトバ』という本を読んでいるのですが、「（結婚情報誌の）ゼクシイなコ

トバ」「（ファッション雑誌の）VERY なコトバ」など色々な章があって、その中に「あい

だみつをなコトバ」という章もあるのです。「あのね」といって始まる詩など、気づいたら

すぐ隣にあいだみつをさんが立っているかのような独特な距離感があるということが書か

れていましたが、確かにそうだなと思います。 

 

それでは今度はワーク C と D に移ります。茨木のり子さんの『おんなのことば』とい

う詩集から抜粋した「みずうみ」という詩をお配りしています。これについても同様に 1

から 5 までをつけてみてください。そして、これを読書療法に使うとしたらどんな人を対

象にするか、どんなことを話し合ってもらいたいかを考えて記入してください。 

 

「みずうみ」 

＜だいたいお母さんてものはさ 

しいん
、、、

 

としたとこがなくちゃいけないんだ＞ 

 

名台詞を聴くものかな！ 

 

ふりかえると 

お下げとお河童と 

二つのランドセルがゆれてゆく 

落葉の道 

 

お母さんだけとはかぎらない 

人間は誰でも心の底に 

しいんと静かな湖を持つべきなのだ 

 

田沢湖のように深く青い湖を 

かくし持っているひとは 

話すとわかる 二言 三言で 
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それこそ しいんと落ち着いて 

容易に増えも減りもしない自分の湖 

さらさらと他人の降りてはゆけない魔の湖 

 

教養や学歴とはなんの関係もないらしい 

人間の魅力とは 

たぶんその湖のあたりから 

発する霧だ 

 

早くもそのことに 

気づいたらしい 

 

小さな 

二人の 

娘たち 

 

それでは、どんなことを書いたか教えてください。 

 

参加者：対象にしたいのは、何か迷いがあったり、自分に自信がなくて人と比較してし

まう方です。話し合ってもらいたいのは、詩の中に「しいんとしたもの」というのがたく

さん出てきましたが、それが自分の中の揺るぎないものということかと思いますので、そ

ういうものを持っているかどうかです。 

 

私が想定したのもそれに近いです。二十代、三十代の女性で情報に踊らされてしまうと

いうか、雑誌などのメディアに振り回されて自分の価値観を持てなくなっている人に対し

て「あなたの周りでみずうみを持っているのはどんな人？」とか「どうやったらそのみず

うみを持てるようになると思う？」と訊いていくのがいいのかなと考えました。 

 

参加者：親子関係とかがギクシャクしているときに、「しいんとしている」というのが

お互いの距離感を持たなきゃいけないんじゃないかという気づきになるかと。親子でもす

れ違いってあると思うんですけど、お互いに触れちゃいけない部分っていうのを持ってい

なきゃいけないんじゃないかと思います。 

 

同じ題材でも、どういう方が読書療法のセッションを組み立てるかによって使い方が変

わってきますね。評価についても、自分が好きなものはやはり点数も高くつけがちですし、

やはり相性がいいものを使うというのも大事なのだと思います。この評価シートは本書に

あるものから一部を抜粋しています。実際にはもっと多くの検討事項がありますが、一部

を実際にやってみていただきました。お話してきたテーマと様式という選択基準を少しお
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わかりいただけたかと思います。 

 

またスライド（スライド 19）に戻って続けます。特定の集団に向けて読書療法の素材

を選択するときに、考えなければならない点が大きく分けて 3つあります。 

 

ファシリテーターによって選択された文学が最も集団の利益にかなうのか？ 参加者

自身によるべきか、あるいは創作的作文か？ 

選択に際してどのような生活環境を考慮に入れるべきか？ その選択は参加者の自己

理解や治療にどれだけ効果があるのか？ 

参加者はその文学作品の様式をどれだけ受け入れられるのか？ 

 

まずは誰が選ぶのかという点を見ていきます。読書療法家、つまりファシリテーターが

選ぶ場合、もちろん知識も豊富なわけですし、色々な事柄を検討したうえで選べるという

メリットがあります。ただ、場合によっては参加者のニーズを汲み取ろうとしても、参加

者に精神疾患などがあって自分のニーズをうまく伝えられないために汲み取れない、とい

うこともあります。 

参加者自身が選ぶ場合は、どういう本を選ぶかということ自体が自己表現にもなります。

そこから参加者同士の交流も生まれますし、また、読書療法家から一方的に与えられる本

よりも誰かが選んで持ってきた本のほうが参加者間の反応が出やすいですので、その意味

で参加者が選ぶメリットがあります。 

創作的作文は、英語圏ではよく用いられています。読むだけでなく、書くほうも読書療

法に含められているのです。人によっては、話すことが苦手で、読書会の中で色々話し合

ってもらおうと思っても抵抗があったりするので、そういう場合には書いてもらうほうが

表現しやすかったりします。 

それぞれにメリットがあるので、誰が選ぶかは場合に応じて使い分けていくのがよさそ

うですね。 

 

次は生活環境による影響のお話ですが、年齢や教育程度によって選び方が変わってきま

す。子どもや青年期ですと、日本ではそれほどでもないのですが、海外では本当にリスト

が豊富にあります。たとえば両親の離婚を経験した子どものためのリストとか、こういう

病気になったときのリストとか、こういう問題があったときのリストとか。これは対話型

の読書療法ではなくてあくまでもその子どもが自分で読むためのリストになりますが、た

くさんあります。日本でも、『14歳からの～』など、そういったシリーズのアンソロジーな

どがありますね。ちなみにティーン向けの本で中村うさぎさんが書いた『こんな私が大嫌

い！』という本を先日図書館で見つけました。買い物依存症やホスト、整形などをテーマ

に実体験を綴った本を書いている方なので意外に思って手に取ったら、興味を引くことが

書かれていました。自意識についてのお話です。思春期だと自分がどう見られるかがすご

く気になると思いますが、中村さんは整形をしたことで自意識のプレッシャーからすごく
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自由になれたそうです。自分の顔というふうに捉えないので、誰かに顔のことで何か言わ

れても「それは私の顔じゃないから、手術した先生に言って」という感覚なのだそうです。

整形をしてきれいになれたとかいうことではなくて、自意識から自由になれたのがすごく

よかったのだと書かれていて、なかなか興味深く読みました。 

子どもや十代の場合、長時間関心を引くのが難しいので関心を引く工夫が必要になりま

す。また、問題を直視することに抵抗のある子もいます。たとえば両親の離婚を経験した

子どもにそのテーマを扱った本を読ませても、そのことを考えたくないとか、自分の親が

そういう状況になっていることを直視したくないということがあります。 

参加者の読解力が低い場合、年齢層が高い参加者であっても、読解力に合わせて子ども

の本を選ぶことがありがちですが、子ども向けのものを読まされることにすごく抵抗を感

じる人もいます。そういう場合は同じ内容をワードで打って印刷したりとか、見栄えの点

で抵抗がないようにしていくことも必要です。 

高齢者の場合、使える素材はたくさんありますが、その人がどういうニーズを持ってい

るのかを見ていく必要があります。年齢を重ねることによって生じる心身の変化にどう対

応するかということに関心があるのか、それともこれまでの人生を振り返るライフレビュ

ーに関心があるのか、ニーズを探っていく必要があります。 

 

次に検討するのは、心身の状態です。入院患者で躁状態によって注意散漫になっている

と、長時間何かに注意を向けるのは難しいでしょう。読書療法を病院で行う場合は、治療

チームの一員として行うことが多いそうです。担当医や他のチームメンバーから情報をも

らいながら、それに合わせてニーズを探っていきます。統合失調症や自殺願望がある人の

場合、その傾向に寄与しないものを選びます。 

視覚障害がある場合は、視覚以外の五感に訴えていきます。また、点字も活用します。

聴覚障害の場合は必要に応じて手話を活用していくことと、必要な場合は手話通訳を使う

こともあります。その他の障害として、たとえば脳卒中の後で言語障害が残っている場合

は言語療法士などプロの力を借りることも必要になってきます。 

 

続いて、その人が置かれた状況によって考慮しなければいけないことを見ていきます。

たとえば刑務所に入っているなら、そこで扱う素材は他者への敬意や規範遵守を学べるも

のとなります。学力面の問題があることが多いので、それを考慮して選びます。 

参加者の背景として、これはアメリカでの例ですが、たとえば黒人だけの受刑者が集ま

っているときにマルコム X を話題にする。マルコム X は黒人の権利に関してキング牧師な

どと並んで活躍した人物ですが、彼は刑務所で服役中に色々な本を読むことで黒人の人権

に関する活動家として目覚めていったとされています。同じ境遇にいる黒人の受刑者にと

っては特に共感しやすい題材なのではないかと思います。 

今後仕事に応募していくことを想定して、履歴書を書くことを読書療法として刑務所で

行う場合、重視されるのは書き方ではなく自分の犯罪歴と向き合い、その葛藤にどう対応

していくかということです。 
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薬物とアルコールに関しては、直接的に取り上げる方法があります。英語圏ではそれ専

用の詩集もあります。この“Breaking Addictions with Biblio/Poetry Therapy”は詩で対

応しようというもので、アルコールやコカイン、拒食症などそれぞれに詩があって、それ

を読みながら考えていくものです。また、間接的に取り上げる方法もあります。このよう

に依存するようになったのはそもそも自尊心が低いからではないかということで自尊心に

ついて扱い、そこから言及していく方法もあります。1年間の長期プログラムに参加した依

存症の人のお話が本書にありますが、参加していくうちに変化が出てきたそうです。読書

療法によって自尊心が高まり、自信がついて、もっと色々なものを読みたいといってくる

ようになったそうです。以前は自分に自信がないので周りにも関心が持てなかったけれど

も、心理的な変化があったことで周りにも目を向けられるようになったということです。

日本でも薬物やアルコール依存に読書療法が活用されていて、「依存症と読書療法」という

テーマでこの勉強会でも取り上げています。資料と講義録はホームページのセミナー情報

欄の第 9 回 日本読書療法学会勉強会の箇所に掲載してありますので、参考にしていただ

ければと思います。 

次は、ホスピスにいる場合ですが、対象者は当然ながらかなり消耗しているので、読書

療法を行うにしても時間は限られてくるかと思います。本書で、ホスピスで読書療法を行

うのであれば必ず読んでおいたほうがいいとされているのがエリザベス・キューブラー・

ロスの著作です。日本でもターミナルケアを専門とされている方として、以前にこの勉強

会でもお話しいただいた大津秀一先生の『死ぬときに後悔すること 25』など多数の著作が

あります。また、文学療法をされている鈴木秀子先生もホスピスで多くの方を看取るなど、

人の終末期に関わる活動をされていますが、その体験を『死にゆく者からの言葉』という

本にまとめておられます。これは顧問の林望先生に以前にお薦めいただいたもので私もと

ても好きな本です。これらの本については「死と読書」というテーマで第 5回ならびに第 6

回の勉強会で取り上げていますので、資料と講義録はホームページのセミナー情報欄から

ご参照ください。 

続いて、支援団体。たとえば女性の権利を支援する団体であれば、取り上げる素材のテ

ーマが女性の権利に関わるかだけでなく様式も検討するということと、先ほどのように直

接的に言及するだけでなく、たとえば自尊心などを扱うことで間接的に言及することもで

きます。 

物理的環境というのは、たとえば刑務所にいる参加者向けに自然をテーマに扱うとき、

単に自然について詩や文章で読むだけでなく、写真や音声、音楽など自然を喚起させるも

のを活用することで、自然とは遠い環境にいる参加者でも自然を感じられるように、五感

を使ってセッションを組み立てていくことです。 

過去の反映とは、継続的に読書会を開催していく場合、過去の情報を基にどういうニー

ズがあるのかを汲み取りやすくなっていくので、そういう過去の情報を反映していくとい

うことです。 

 

続いて、ジャンルとメディアについてです。長さが適切であることや、比喩が話を弾ま
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せてくれることから、詩を使うことが多くなるかと思います。歌詞を使う場合もあります

が、その歌詞の使われている音楽をかけることもあります。そのときに注意しないといけ

ないのはそれがどういう種類の音楽かということです。すごく真面目な歌詞なのにヘビメ

タ調の音楽で全然聞き取れないとしたら、歌詞の内容が伝わりませんよね。ですから音楽

を使う際にはそういう判断が必要になります。 

SF やファンタジーを使う場合は、そこで扱われているのが大事な事柄なのか、たとえ

ば主人公が何かの問題に直面したのを読んだときに、自分だったらどうやってこれを乗り

越えたらいいんだろうと思えるようなものなのか、そして感情移入できるような登場人物

なのかが問われます。 

情報素材というのは、新聞記事などの事実情報です。たとえば病気になった人にその病

気がどういうものなのかという情報を与えるものもあります。小児がんを専門にされてい

る細谷亮太先生は、以前アメリカに行ったときに小児がんの子どもに告知をすることを知

ります。当時の日本では告知はされていませんでした。でもアメリカでは告知は当たり前

で、小児がんに関する本を子どもに読ませて、その上でどうやって病気に対応していくか

を子どもと医師と親が一緒になって考えるということがすでにされていました。それを学

んだ細谷先生は日本でも聖路加国際病院で告知に基づく小児がん治療を導入されました。

このように病気についての情報を本で与えることができます。ちなみに細谷先生は俳句も

詠まれますが、ご自身の医師としての経験に基づく印象的な句がたくさんあります。エッ

セイも多く執筆されていますが、お人柄が感じられてとても個人的に好きな作品が多いで

す。 

読書療法は論理療法とも親和性が高いといわれます。論理療法でよくいわれるのがABC

理論です。AはActivating Event、出来事です。BはBeliefで受け止め方、CはConsequences

で結果です。何か出来事があったときにどういう受け止め方をするかで結果が変わってく

るというものです。たとえば離婚をしたという出来事があったというときに「自分が人と

していたらなかった」と考えると悲しくなりますが「自分のレベルが高すぎて相手がつい

てくることができなかったんだ。今度はもっといい人を探そう」と思えば幸せです。この

ように受け止め方によって感情という結果が変わってくるのが ABC理論です。落ち込みが

ちな人には受け止め方に問題があり、Irrational Beliefという不合理な受け止め方をしてい

ます。たとえば「何もかも自分が悪いんだ」という誤った思い込みがあると、すべて歪ん

でしまいます。そこで論理療法ではこの受け止め方に焦点を当てて見ていくのですが、こ

れは読書療法になじみやすいです。また、これに似たものとして認知行動療法があります

が、これも本で多く出ています。 

本だけでなく、ドラマや CMといった視聴覚素材もあります。たとえばアルコール依存

の人がビールの CM を見ながら、自分が飲酒によって受けた影響が CM ではどのように歪

められているのかを見ていくという使い方をします。 

 

このようにして選んできたものを管理していかないといけないわけですが、どこで見つ

けてどう管理していくかというお話に移りましょう。 
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見つけるにあたっては各種のブックガイドを参照していくことになりますが、海外だと

こういうブックガイドが本当に豊富で、病気別とか人生で味わう苦難別とかにお薦めの本

があるのですが、日本ではこういうものがまだ少ないように感じます。ただし、絵本の分

野では多いですね。絵本は短いのでひとつのテーマに絞りやすいので、絵本のブックガイ

ドは活用できるでしょう。また、自分の本になりますが、うつに悩む人向けに『うつの世

界にさよならする 100 冊の本』があります。出版当時、探し求める気力のないうつの人で

も入手しやすいということも基準にして選んでいるので、出版業界の動きが早いこともあ

り、現在では入手しづらくなったものもあります。そこで、いま選ぶならこういうものと

いう情報を付け加えて第 3 回の勉強会でお伝えしていますので、そちらの資料と講義録も

ホームページのセミナー情報欄からご参照ください。 

こうして情報を集めていく際、データで管理するだけでなく、原本のコピーもとってお

くことが大切です。探すときに実物を見ながら探すほうが探しやすいというのもあります

し、読書会で配布する際に資料が読みづらいとか見栄えが悪いとなると参加意欲がそがれ

るうえ、そもそもこの読書療法家はこの素材を本当に使う気があるのだろうかと思われて

しまうと、無意識にでも影響があります。 

キーワードを含めた記録管理ですが、最近はネット上でどんな本を読んだか管理しやす

くなっていますが、その際にそれがたとえば孤独に関するものなのかとか自尊心に関する

ものなのか、どういうシチュエーションで使いたいのかということを含めて管理していく

ことが重要になります。 

そして、活動記録をつけていくこと。たとえば読書会で同じテーマで使った素材が二つ

あったとして、参加者の反応が分かれると思うのです。一方の素材はすごく参加者の反応

を引き出したのにもう一方は全然だった、という具合に。こういうことを重ねていくと「こ

ちらの素材のほうがいつも反応が得られるからこちらを使おう」という判断ができるよう

になってきますので、活動をしたときにどんな素材を用いたかだけでなくどういう反応が

あったかも記録していくことが求められます。 

管理するのは本だけでなく、たとえばこの本のときにはこの写真を使おうとかこの音楽

をかけようというのがあるかと思いますので、そういった補足資料や関連資料もあわせて

管理します。管理の仕方は人それぞれですが、定期的に管理していくとなるとやはり面倒

なものですので、個人個人でルールを決めて、5回読書会を開催したらまとめて記録すると

か、月に 1度は更新するとか、それぞれのルールでやっていっていただけたらと思います。 

今回の内容についてご質問があればお願いします。 

 

参加者：この実践ガイドはうつの人を対象としたものかと思っていましたが、ホスピス

や刑務所など、かなり間口が広いようでしたが、どうなのでしょうか。また、読書療法家

にも相当のことが求められるようです。日本では読書療法家の認定機関のようなものがあ

るのでしょうか。 

 

寺田：この実践ガイドはうつに限定したものではありません。著者のアーリーンさんは
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主に病院で活動されていた方なので入院患者を対象とすることが多かったのですが、その

彼女の経験に加え、彼女と一緒に活動したり、彼女のところから育っていった方たちの色々

な情報を集めてこの本が完成していますので、うつに限らず全般的に扱っています。臨床

場面と一般向けと両方対応しています。 

ファシリテーターに求められるものは確かにすごく多いと思います。これについては次

回の勉強会で扱っていきますが、本書の発行元の団体でもかなり厳格なトレーニングを行

っていますし、イギリスで読書会を開催している団体も、ここほど厳格なものではありま

せんが数日間の集中トレーニングをして認定をしています。ファシリテーターという呼び

名が同じでも、それがどういう人を指すのかは団体によって様々ですので、レベルはかな

り違うでしょう。 

日本では特に認定機関はありません。もちろん、個人個人で読書会を開催されたりファ

シリテーターをされたりしている方はいらっしゃいますし、柳田邦男さんが関わられた絵

本専門士のような資格もありますが、個々の団体のもので、国家資格のような一律のもの

はありません。 

 

最後に、本日ご参考にお持ちした詩集を紹介します。本書ではよく詩が登場しましたが、

あまり読まない方にはなじみがないかもしれませんので、ご参考になればと思います。先

ほど「みずうみ」を紹介した茨木のり子さんの『倚りかからず』。谷川俊太郎さんの『シャ

ガールと木の葉』『私』、金子みすゞさんの『明るいほうへ』、宮城まり子さんの『やさしく

ね』、晴佐久昌英さんという神父さんの『だいじょうぶだよ』、藤川幸之助さんの『満月の

夜、母を施設に置いて』『まなざしかいご』をお持ちしています。よかったらご覧になって

みてください。 

 

次回の勉強会は 9 月 28 日（日）に「読書療法実践ガイドを読む Ⅲ」のテーマで開催

します。 

 

それでは、また次回ご一緒できるのを楽しみにしています。本日はありがとうございま

した。 

 


